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役員紹介
新加盟園の紹介

●
●

contents　猛暑と豪雨に見舞われた今年の夏も終わり、〝実りの秋〟
がやってきました。５歳児達が鎌を手に稲刈りです。収穫
した新米は、幼子達の可愛い手で〝おにぎり〟に変身させ
てサンマ焼きパーティーで食べるのが恒例行事の当園です。　
　　　　　　　　　　　　　　　（広報部長　山本恵子）

～天高く馬肥ゆる秋～



吉田哲明　　会長　予算対策部　顧問

　島根私保連第４ブロック／浜田市金城町・くもぎ保育園
園長保育園勤務歴は 33 年目、園長歴は 22 年目になります。
　仕事をし始めると、こだわって物事に細かくなっていきます。
　だけど、時には、のんびり、「ぼ～」としていたい。
　一昨年、平成 23 年に会長職に就いて、今回で 2期目になります。
　加盟園皆様方のご理解をいただきながら、島根私保連の事業運営にあたっ
ておりますが、会長としての職務を果たすこともないままと思いながら今日
まできてしまいました。
　また、中国四国ブロックからの推薦をいただきまして、今年 6月に全国私
立保育園連盟の理事となり、また一つ重責を感じている次第です。
　さて、ご承知のように、国では、子ども・子育て会議が設置され、新保育
制度について会議並びに基準検討部会において議論されているところです。
　また、各都道府県並びに市町村においても、同様に地方版の会議が設置さ
れ、平成 27 年度実施に向けて検討されています。
　このような変革の時期ですが、いつの世も子どもの健やかな成長を望む心
は変わりないものと思います。
　全私保連では、「子どもの育ちを支える運動」を展開しております。これは、
予対運動、保育制度とあわせた活動の柱となっています。この運動も会員皆
様方のご理解のもとにできるものです。
　今回の改選に際して今一度運営を考察し、役員の皆様に支えられながら、
また支えながら、ともに島根私保連の活性・発展に努力する所存です。
　どうか加盟園の皆様方のご理解をいただき、ご支援を賜りますよう、何卒
よろしくお願いいたします。

志田尾義喜　　予算対策部　部長

　趣味は園芸（花木）・ゴルフ。モットーは、1にあいさつ・
2に掃除・３・４が無くて・５に仕事。

堀江泰誠　　予算対策部　副部長

　この度第２ブロックより再選され、予算対策部で活動させて
頂きます堀江です。
　保育制度の改変が続く近年、この先何が起こるのだろうと不安ばかりが募
りますが、保育の現場は一心に子どもの健やかな成長を支援する場としてあ
り続けなければなりません。
　予算対策部として活動をさせて頂き、保育環境の安定的な向上には、会員
園の皆様の積極的なご参加と、目標へ向かって共に歩を進めていく思いが不
可欠であると感じています。
　今後とも更なる、ご理解ご協力をお願いいたします。

岩倉善光　　事業部部長・青年会議会長

　社会福祉法人みどり福祉会みどり保育園園長の岩倉善光です。
よろしくお願いします。
　趣味は、ゴルフ・車・スキー・服。性分は、物事にはまり込んで打ち込む
時は何時間していても苦になりませんが、冷めやすい所もあります。特技は
書道、自宅にて書道教室も開いており、子どもから大人まで教室に来られます。
　前年度規約の改正により青年会議の会長が理事を務める事になりました。
理事として迎えていただき、前年度は今まで以上に沢山の勉強をさせていた
だきました。２５年度の青年会議総会で役員改選を行い、私が引き続き会長
を務める事となり、事業部部長を務めさせていただく事になりました。前回
以上に事業部として、園でのより良い活動と安全に運営出来る様に会員園の
皆様に協力できたらと思います。
　また青年会議としましても私自身も青年会議で沢山の先生方と出会い、勉
強させていただき成長する事が出来たと思います。信頼出来る仲間作り、自
分自身のトレーニングを積む事の出来る素晴らしい組織だと思います。皆さ
んの大きなプラスになる様に今後も頑張っていきたいと思いますので、どう
かご協力ご理解のほどをよろしくお願い致します。
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舟木明美　　副会長　研修部

　今期、副会長を務めさせて頂きます、第 1ブロ
ック松江市みずうみ保育園の舟木明美です。研修
部のお手伝いをさせていただきます。保育情勢、
子ども達を取り巻く社会環境が大きく変わろうとしています。皆
さんと情報を共有しながら学んで行きたいと思いますので、よろ
しくお願い致します。
　20 代の若き保育者だった頃、サマースクールの実技研修で、
エプロンシアターに出会いました。それから約 30 年経った今
も、年にいくつかは子ども達の笑顔を楽しみに新作を作り続けて
います。今年中にアンパンマンの作品を完成させようと、密かに
計画中です。“エプロンシアター楽しいですよ！”

岡崎由美子　　研修部　部長

　今期研修部長を務めます、出雲市わたりはし保育
園の岡崎由美子です。宜しくお願いします。これま
で２期研修部長を務めてきて最初は慣れない事ばかりで緊張の連
続でしたが会員の皆様のご協力のおかげでいろいろな研修会を開
催する事ができました。ありがとうございました。毎年研修会に
テーマや課題を持たせそれにふさわしい講師さん探しを行ってい
ます。なかなか講師さんのスケジュールや他団体研修会の日程と
被らないよう気をつけていますが、開催月が被ってしまうなどご
迷惑をおかけしております。今後も保育の質の向上を目指し多様
な研修会を開いていきますので、たくさんのご参加いただけます
ようお願い申し上げます。

大迫清恵　　研修部　副部長

　今年２月に初孫が誕生しました。今は孫の顔を見
に行くのが何よりの楽しみです。無心の笑顔を見る
とまた“頑張ろう”とパワーが出てくる私です。
　今年度より研修部の副部長を努めさせていただくことになりま
した。微力ではありますが、他の役員の皆様に教えていただきな
がら活動していきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。
　私が大切にしているキーワードは「笑顔！！」すべての子ども
達が笑顔で安心して一日一日を過ごせるように、そして子どもに
関わる大人（保護者も職員も）も笑顔で子ども達に向き合えるよ
うにと願っているところです。
　私保連の理事会に参加し感じたことは、この会の皆様の「熱い
思い」と「行動力」です。みんなの笑顔をために、知恵と力を出
し合い活動していきたいと思います。

清水純子　　副会長　広報部
　
　山登りや歌をうたうこと、おしゃべ
りを趣味としていますが、近頃山登り
は少なくなり、仕事の山に登っています。
　今年より新役員として加わりました出雲、雲南ブ
ロックの清水と申します。副会長という役職に戸惑
っておりますが、先輩諸先生のご意見を傾聴し、こ
の 2年間、私保連の役割を学ばせて頂き、微力で
はありますが少しでも活動のお役に立てればと思っ
ております。よろしくお願い致します。

山本恵子　　広報部　部長

　第３ブロック選出、大田市おゆみ保
育園園長です。役員の中でも高齢者に
なりますが、とり得はただ一つ“元気”です。幼子
達にもらうパワーは、唯一の趣味「ママさんバレー」
で発揮？…う～ん、ストレス解消している日々です。
　この度、「広報部長」を受けることになり、早速、
この「増刊号」を発行することになりました。
　例年、１回発行の「私保連しまね」ですが、今後、
役員改選期には増刊号を発行し、新役員の紹介等を
掲載していきます。又、県内の情報・行政の動向等
も会員の皆様にお届けしたいと思います。会員の皆
様からの情報もお待ちしています。何かありました
ら、事務局又は広報部までお知らせください。

舟谷法子　　広報部　副部長

　広報誌の内容充実に向けて頑張りま
す。いっそう充実した誌面作りに頑張
っていきたいと思います。皆様からの
ご意見をお待ちしております。

相山  慈　　副会長　調査部

　このたび副会長という役を務めさせて
いただくことになりました。子どもが自
発的、主体的に活動できるようにするこ
とが保育の目的であることを踏まえ、そのために島根
県私立保育園連盟として何ができるかを探っていきた
いというのが個人の目標です。会長を補佐していくに
はまだまだ力不足ですが、みなさんに助けていただき
ながら役割を果たしていきたいと思います。よろしく
お願いします。

山根崇徳　　調査部　部長

　調査部に所属させていただいて以来
「要望・陳情等の際に裏付けになるよう
な調査を」と思いテーマを設定しておりましたが、こ
の所、十分に活動が出来ていないのが現状です。
　制度改革の細部が中々見極めることができず、徒に
時を過ごしてしまい会員の皆様には大変申し訳なく思
っております。
　本年度は、現在集計の出来あがっているデータを出
来る限り早急に会員園の皆様にお届けしたいと考えて
おります。
　会員の皆様のそれぞれの市町村長での予対活動にご
活用できればと考えております。

小川静香　　調査部　副部長

　私の目覚めは、メダカとの会話からで
す。庭にある６つの瓶マンションで泳ぐ
メダカにも何やらルールがあるようです。意地悪なメ
ダカに「こらっ」と喝をいれ、自己満足して保育所へ
向かう毎日です。
　調査部として、島根県内凡ての市町村に保育事業補
助費に対してのアンケートを実施させてもらいまし
た。市町村の考え方に随分と開きがあるようにも感じ
ました。
　今後、新制度は保育を実施するにあたり益々市町村
の思いが重視させる事でしょう。凡ての子どもが、島
根県のどこの地域でも、平等に行政支援を受ける事の
重要性を感じます。地方版子ども・子育て会議への参
画等により、それぞれの地域に根ざす制度の具体化を
目指していかなければならないと痛感しています。

井上正幸　　監事

　中国山地の山の中で、子どもたちとのふれあいは
もちろんのこと、地芝居やゲートボール、野球に体
協等々のお世話にと日々、楽しく過ごさせていただいています。
お陰様で短かった気が少しずつ長くなっているように感じていま
す。
　監査は、これまで幾度となく受けてきましたが、監事としての
務めは経験自体が限られており、身に余る務めであるという思い
に併せ、その責任の重さを強く感じています。
　先般、初めて役員会に出席させていただきましたが、吉田会長
を初めとした役員の方々の真剣そのものの議論を拝聴させていた
だく中で、子どもたちの未来の為に、あるいは保育所、保育園の
運営の為にご尽力されている姿、思いがひしひしと伝わって来ま
した。
　この会の益々の発展の為に微力ながら精一杯努めさせていただ
く所存でおりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

山口記由　　事務局
　
　前期より引き続き事務局を担当してお
ります、ちどり保育所所長の山口と申し
ます。
　３年目となりますが、まだまだ勉強不足で会長はじ
め、役員の皆様の足を引っ張っております。「私保連
は俺の肩にかかってるんだ！」と言うほどの気合いは
微塵もありませんが、請け負った以上、職務は責任を
持って全うしたいと思います。
　褒められたら伸びるタイプです。叱咤はご遠慮下さ
い。激励だけお願いします。

尾添博美　　監事

　社会福祉法人　出雲北陽
　　　　　ほくよう保育園　園長

　同法人内の『なかの保育園』から、創設の『ほく
よう保育園』へ異動して５年目となりますが、次々変
動する様々な情勢に日々右往左往している昨今です。
　見かけに寄らず、心配性ですぐ大騒ぎするため、
周囲の多くの方々にいつも助け・支えていただいて
います。（ご迷惑をお掛けします。）
　趣味は、読書、観劇、音楽、スポーツ観賞とどち
らかと言えばインドア派。また、多方面に幅広く興
味を持つ知りたがり屋です。
　今期、監事という大役を務めさせていただくこと
になりました。これは過去に、島根県私立保育園連
盟青年会議の事務局をさせていただいた経験から選
任されたのかなと勝手に思い込んでいます。
　微力ながら過去の経験を生かし、また理事会にも
出席させていただきながら、島根県私立保育園連盟
の業務が円滑に遂行されるよう与えられて任務を果
たしていきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。



Shihoren  SHIMANE

　
大
田
市

　 

サ
ン
チ
ャ
イ
ル
ド

　  

長
久
さ
わ
ら
び
園

園
と
し
て
新
た
に
誕
生
し
ま
し

た
。
九
号
線
に
並
行
し
て
走
る
山

陰
線
が
園
庭
の
つ
い
北
側
に
広
が

り
、
変
化
に
富
ん
だ
散
歩
コ
ー
ス

に
も
恵
ま
れ
た
田
園
地
帯
の
中
に

未
来
志
向
の
園
舎
を
新
築
し
て
二

年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　
円
形
ホ
ー
ル
の
中
心
に
陽
光
を

集
め
、
放
射
状
に
配
置
し
た
保
育
室

や
、
全
面
芝
生
の
園
庭
、
健
康
的

な
諸
施
設
環
境
等
を
保
育
活
動
に

充
分
に
生
か
す
工
夫
を
し
た
り
、

南
側
の
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り

園
　
　
長
　
高

橋

美
也
子

定
　
　
員
　
百
二
十
名

設
置
・
経
営
主
体

　
　
　
社
会
福
祉
法
人 

放
泉
園

　
平
成
二
十
四
年
四
月
、
五
年
間

の
市
指
定
管
理
を
終
え
、
園
名
も

サ
ン
チ
ャ
イ
ル
ド
長
久
さ
わ
ら
び

　
大
田
市

　  

い
そ
た
け
保
育
園

開
園
し
七
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　
春
に
は
敷
地
内
の
数
十
本
の

桜
、
ツ
ツ
ジ
が
満
開
に
、
夏
は
日

本
海
で
海
あ
そ
び
、
収
穫
の
秋
に

は
地
域
の
方
々
と
豊
か
な
実
り
を

味
わ
い
、
冬
に
は
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
『
グ
ロ
』
体
験
で
の

無
病
息
災
祈
願
な
ど
、
五
十
猛
町

の
和
や
か
な
人
々
・
豊
か
な
自
然
・

伝
統
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
ふ
る

里
を
大
切
に
想
う
心
が
育
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と

元
気
に
通
っ
て
く
る
子
、「
さ
よ
う

な
ら
、
ま
た
明
日
ね
！
」
と
手
を

振
る
子
、
こ
の
一
人
ひ
と
り
の
か

け
が
え
の
な
い
命
の
成
長
の
育
ち

を
支
援
で
き
る
保
育
園
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
活
動
を

と
り
い
れ
た
り
す
る
中
で
、一
人
ひ

と
り
が
「
た
く
ま
し
く
明
る
く
」

育
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

園
　
　
長
　
岩

根

礼

子

定
　
　
員
　
四
十
五
名

設
置
・
経
営
主
体

　
　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　 

い
そ
た
け
保
育
園

　
い
そ
た
け
保
育
園
は
、
雄
大
な

山
々
と
広
大
な
日
本
海
に
囲
ま

れ
、
よ
り
豊
か
な
心
を
育
む
保
育

と
親
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
を
目
指
し
、
平
成
十
九
年
四
月

に

後
　記

編
 集

　
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に「
暑
い
ね

暑
い
ね
」
と
言
っ
て
い
た
夏
が
や
っ

と
終
わ
り
ま
し
た
。
反
面
「
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
天
災
に
よ

り
日
本
全
国
で
た
く
さ
ん
の
被
害

と
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
現
象
の
影
響
で
し
ょ

う
か
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
広
報
誌
第
　
号
を
お
届
け
し
ま

す
。
今
年
度
よ
り
年
２
回
の
発
行

と
な
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
タ
イ
ム
リ

ー
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
先
生

方
や
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

  

【
広
報
部
副
部
長  

舟
谷
法
子
】

35


